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た状況と、それから団幹部と相談いたしまして、

その辺を基本的には支援しながら取得していた

だくと、計画を立ててですね。そんなことで検

討しなければならないと考えておりますので、

改めて団幹部と相談したいと思います。 

○鈴木富美子議長 13番、平 進介議員。 

○１３番 平 進介議員 消防団の団員数も減少

してきております。その災害時における消防団

の活動につきましては、市民の命や財産を守っ

てもらうためのその地域の宝だと思っておりま

す。ぜひ消防団が安全に活動しやすい環境整備

を図っていくことが大事だと思いますし、私た

ちの使命だと思っておりますので、今後ともよ

ろしくお願いをいたします。 

 以上で質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

○鈴木富美子議長 ここで暫時休憩いたします。 

 再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５９分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○鈴木富美子議長 休憩前に復し、会議を再開い

たします。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 なお、渡部秀樹議員から、資料の配付につい

て申出があり、会議規則第150条の規定により

許可いたしましたので、ご報告いたします。 

 

 

 内谷邦彦議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 順位３番、議席番号９番、内

谷邦彦議員。 

  （９番内谷邦彦議員登壇） 

○９番 内谷邦彦議員 政新長井の内谷邦彦です。

通告書に従い、質問いたします。明確な回答を

よろしくお願いいたします。 

 １点目は、空き店舗に関して伺います。 

 令和３年３月30日認定の第２期長井市中心市

街地活性化基本計画によると、中心市街地の商

店街の状況は平成16年度、総店舗数268店舗、

うち空き店舗は51店舗、令和１年度の総店舗数

は226店舗、うち空き店舗は52店舗となってお

ります。平成16年から令和元年までの15年間で

24店舗が廃業しております。空き店舗について

は１店舗増え、52店舗となっております。 

 最初に、産業参事に伺います。現状、令和５

年度での中心市街地においての総店舗数及び空

き店舗数について伺います。また、空き店舗と

なられた店舗の業種について、どのようになっ

ているのかを伺います。 

 次に、廃業された店舗について、廃業の理由

についてはどのように把握されているのか伺い

ます。通常、廃業の理由としては、直接的な経

営不振によるもので、消費者ニーズへの対応不

足、大型店などの出店、交通状況の立地条件の

悪化があります。次に考えられるのは、高齢に

よるもの、病気などや店舗の老朽化などがあり

ますが、理由として把握されているのかを伺い

ます。 

 次に、空き店舗に対しての行政としての対応

について伺います。 

 中心市街地活性化基本計画の中に、空き地、

空き店舗の解消の項目があり、目標値が設定さ

れております。数値目標１、起業・創業支援事

業として、空き地、空き店舗等を活用して、起

業する方の開業に必要な経費の一部を支援する

ものとし、新たに空き地への新築や蔵の活用も

対象とした制度に拡充、実施期間、令和３年度

からで、年間平均３件の通常起業・創業支援分

として予算計上されておりますが、現状につい

て伺います。 
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 積算の考え方として、空き地、空き店舗での

起業を希望する方に対して起業・創業支援事業

補助金による支援を行うもので、これまでの空

き店舗のみの制度から内容を変更し、空き地へ

の新築や蔵などを活用したものも対象とするよ

う拡充を行い、平成29年から令和元年に中活区

域内で新たに創業し、起業・創業支援事業補助

金を活用した人の平均年３件を通常の起業・創

業支援分として毎年見込んでおります。２、粡

町成田線街路整備事業（本町街路整備事業）と

して、本町街路整備事業が令和４年度完了予定

としているため、翌年から街路事業完了後の店

舗増として毎年１件の効果を見込むとしており、

また、３番として、公共複合施設整備事業が令

和５年度事業完了としているため、翌年から公

共複合施設周辺への創業を毎年１件と見込む。

４番として、市庁舎・長井駅移転事業、市役所

庁舎の移転に合わせ、長井駅をリニューアルし、

市庁舎との合築での整理を行うもので、市庁舎

移転及び長井駅を一体の建物とすることによっ

て、新店舗のほか、駐車場や総合住宅の整備、

地域コミュニティにおける活用などが行われる

とし、供用開始の令和３年から新庁舎、長井駅

周辺での空き地、空き店舗の活用を毎年１件見

込むとしており、以上の４件全ての事業に対し

てどのように進められているのかをお伺いいた

します。 

 同様に、基本計画の中のアンケートで、中心

市街地に行くときに利用する交通機関のアンケ

ートがあり、中心市街地に行くときに利用する

交通機関については、自家用車が85.7％で大部

分を占めており、自転車5.7％、徒歩4.6％と続

いています。中心市街地の駐車場の整備につい

てどのような考えを持たれているのか。最近、

リニューアルした店舗について駐車場をつくら

れているようですが、それ以外では車で行きに

くい店舗も多くあると思います。考えを伺いま

す。 

 また、中心市街地にあれば行きたい店につい

ては、衣料品店が49.3％で最も高く、生鮮食品

店が41％、ファストフード店34.7％、雑貨店

23.4％、書店・文房具店22％と続いております。

行政として商店街に必要とされる業種業態を空

き店舗を利用して誘致することはどのように考

えているのか、業種を誘致するに際しては、不

足している業種を補完する業種補充型と呼ばれ

るものと、現在、同業者が存在するが、量的、

質的に不足しており、業種をミックスを強化し

て消費者の選択志向を充足する業種強化型があ

りますが、長井商工会議所などとそのような話

合いは持たれているのかを伺います。 

 同様に、商店街の高齢化が著しいものがあり、

営業店の入れ替わりがある商店街や後継者のい

る店はともかく、経営者の平均年齢は高くなる

ばかりで、空き店舗を埋めるためだけではなく、

新しい商業者を育成することは商店街の活性化

として必要不可欠なものと考えます。このため

に、一定期間、新しい営業活動を試すチャレン

ジショップなどの開設を検討してみてはどうか

と考えますが、どのように考えるのかお伺いい

たします。 

 次に、関連として総務参事に伺います。９月

１日に遊びと学びの交流施設「くるんと」がグ

ランドオープンし、10月25日に来場者が10万人

を突破し、記念セレモニーが開催されました。

長井市では、今までにない集客能力を持った施

設となっております。この集客能力をいかに利

用するかが重要になっているのではないかと考

えます。今まで利用された利用者からの要望や

苦情について、どのようなものがあるか、分か

れば教えてください。 

 先日、駐車場にキッチンカーが出店されたと

の話を聞きましたが、その状況、評判はどのよ

うであったのか、利用客と出店者の評判はどの

ようなものであったのかお伺いいたします。 

 「くるんと」の名称は登録商標とされている
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ようですので、様々なグッズの販売も検討すべ

きではないかと考えますが、いかがでしょうか。 

 市長に伺います。「くるんと」で足りないも

のを個人的に考えた場合、飲食などの販売が不

足しているのではと思っております。施設内に

コーヒーショップはオープンしておりますが、

客単価が高く設定されており、日常的に利用す

るには抵抗があります。また、当初から検討さ

れております交流施設近郊のスポーツ施設や飲

食施設の併設は今後時間がかかる事業と考えま

す。そこで、市内飲食業者の協力が必要になる

と思いますが、交流施設駐車場の協同薬品側の

スペースにテークアウト専門の飲食店舗が二、

三店舗入るスペースのサテライト店的な建物を

造ることはできないでしょうか。「くるんと」

の利用客は、駐車場に車を置いたままで子供連

れで買物ができ、買ったものは「くるんと」近

隣の芝生広場などで食べることができます。

様々な問題はあると思いますが、「くるんと」

に来る利用客を長井市にとどめるために必要と

思いますが、どのように考えるのか伺います。 

 ２つ目の項目は、ふるさと納税について、総

合政策課長に伺います。この件については、先

ほど平 進介議員も質問しており、重なる質問

もありますが、確認のため、回答をよろしくお

願いいたします。 

 ふるさと納税制度では、寄せられた寄附のう

ち、半分以上を自治体が独自の財源として活用

できるようにするため、返礼品の調達費用など

寄附を募るに使う経費は寄附額の５割以下に抑

えるよう、総務省が基準を設けております。し

かし、過度な返礼品競争で５割を超える自治体

が相次いだために基準が厳格化されることにな

り、具体的には、これまでその経費に含まれる

のか取扱いが曖昧だったのが、寄附の受領証の

発送費用や仲介サイトの手数料など、新しい基

準ではこれらも全て経費に計上し、５割以下に

するよう求められております。総務省は、経費

の基準について、ワンストップ特例制度の関連

書類や受領書の発送費用等、募集に付随する事

務費用も含むと明記したほか、仲介サイトの手

数料も全て経費に含まれるとしました。また、

返礼品の熟成肉や精米に関する基準も厳格化し、

原材料がその都道府県で生産されたものに限る

としていますが、長井市での対応について伺い

ます。 

 最初に、本年10月からの対応について、どの

ように行ったのかを伺います。 

 次に、10月から改正が決まったわけですが、

ちまたでは、９月までの駆け込み需要が多く見

込まれ、実際、倍増した自治体もあったとの記

事が出ておりましたが、長井市も駆け込み需要

はあったのでしょうか。あれば、どの程度あっ

たのか伺います。 

 今回、改正に伴い、返礼品として対応できな

くなった品物はどの程度あるのか、分かる範囲

で教えてください。 

 令和５年度のふるさと応援基金積立金の予算

額は20億円としておりますが、現状及び今後の

予測として、この金額は達成できると考えてい

るのか、状況を伺います。 

 次に、利用しているポータルサイトについて

伺います。以前質問した際には、４つのポータ

ルサイトを利用しているとのことでしたが、そ

の後、増えたりしていないのか、まず伺います。 

 以前伺った際には、楽天ふるさと納税、さと

ふる、ふるなび、ふるさとチョイスと伺ってお

りました。ある資料によると、現在、ふるさと

納税を取り扱っているサイトは、主立ったもの

で19のサイトがあり、その中で、掲載自治体の

数で調べると、楽天ふるさと納税は1,584団体、

さとふるは1,265団体、ふるなびは1,160団体、

ふるさとチョイスは1,653団体となっておりま

す。また、返礼品の数で見てみると、楽天ふる

さと納税は49万3,957件、さとふるは28万5,467

件、ふるなびは44万6,684件、ふるさとチョイ
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スは53万9,100件となっておりますが、今後も

この４サイトで進めるのか、個人的には返礼品

の数が少なくなっているさとふるについて検討

すべきときではないかと考えますが、いかがで

しょうか。 

 令和４年度にふるさと応援基金を使用した実

績について、１、子育てに関する事業、２、教

育及び文化の振興に関する事業、３、環境保

護・保全に関する事業、４、その他市長が必要

と認める事業の４件が示されていますが、実際、

どの程度の金額が使用されたのかを伺います。 

 この項の最後の質問となります。市長に伺い

ます。ふるさと応援基金積立金の使い道につい

て伺います。令和４年度決算書を見ると、令和

３年度の残高が６億1,396万3,963円、令和４年

度の額が8,538万1,844円、令和４年度残高が６

億9,945万5,807円となっておりますが、今後、

どのような方向で何に使用するのか、検討課題

としてどのような項目を考えているのかを伺い

ます。 

 以上で壇上からの質問を終了いたします。ご

清聴ありがとうございました。 

○鈴木富美子議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 内谷邦彦議員からは、大きく２

項目にわたってご質問、ご提言をいただきまし

た。順次お答えを申し上げます。 

 まず最初に、空き店舗対策についてというこ

とで、議員からは、中心市街地の空き店舗につ

いて、その空き店舗を減少させるためにどのよ

うな対策を考えているのかということで、現在

の状況及び今後の対応等々についていろいろご

質問いただきました。 

 まず最初に、私ども長井市で、中心市街地活

性化基本計画を内閣総理大臣の認定をいただい

て、今、２期目でございますけど、この狙いは、

我々行政と長井商工会議所、そして各商店街と

か関係する民間の皆様と一緒になって、この計

画は必要だということになって、長井市中心市

街地活性化協議会というのを設けております。

この会長は、長井商工会議所の会頭でございま

す。同時に、その活性化協議会の中にはまちづ

くり会社、民間としての公的機能も含まれたま

ちづくり会社が必要で、これが置賜地域地場産

業振興センターということになっておりまして、

したがって、私が副会長ということで、地場産

業振興センターの理事長として関わってるわけ

ですが、一方で、長井市というのは、これは行

政ですから、行政が、例えばですね、民間の商

業機能を誘致するというよりは、来やすいよう

な環境を商工会議所とまちづくり会社と一緒に

なっていろいろ投資とか空き店舗を、また違う

方、あるいはやめていたもともと所有者が店舗

を開設するということもあると思いますが、そ

ういったことを官民連携して行っていこうとい

う事業でございます。 

 そういった意味では、私には最後に10点目と

して、「くるんと」に飲食店舗の不足が考えら

れるが、駐車場、協同薬品側にテークアウト店

舗が二、三店舗入るサテライト店のような建物

を造ってはどうかと、これは長井市としてとい

うことなんですが、基本は、私ども長井市とし

ては、長井の中心市街地ににぎわいをつくれる

ような、なおかつ市民の皆様の以前からの要望

であった子育て世代の応援施設、特に屋内の子

供の遊戯施設、さらには、図書館が今非常にい

ろんな機能を持った図書館が求められておりま

すので、多機能型図書館、それを併せて造って、

にぎわいをつくろうというのが我々行政の役割

だと思ってます。 

 したがって、内谷議員からあった、そういっ

た建物を造って、やっぱり飲食機能が不足して

るというのは確かなんですね。でも、それを

我々が施設の中で完結するようにするというの

が本来の趣旨ではありませんし、また、あそこ

は補助事業で造ってますから、こういう店舗な

どは、サテライト店舗等、もう全て自主事業、
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単独事業になるわけですね。しかもそれを募集

するわけですね。 

 ですから、本来であれば、すぐそばに本町の

商店街、本町については街路事業で長年にわた

って地元の商店街の皆さんが、もうそれこそ平

成12、13年ぐらいに協議会をつくって、採択を

求めて運動してきたわけですけども、それが今

年度で全て終了すると。そういったときに、隣

接する施設に我々行政が飲食機能がないからっ

つってつくるということ自体が、そもそもの

我々行政の役割じゃないと思ってます。それは

本来であれば、商店街の皆さんとか商工会議所

とか、どういうふうにしてせっかく来たお客様

を、市外からのお客様が半分以上ですから、そ

ういった人たちに長井で食事をしてもらうとか

買物してもらうとか、それを考えるのが民間で

あろうと。我々行政がするというのは、本来、

この趣旨じゃないと思ってます。 

 ただし、今後も、議員からもあったと思いま

すが、残念ながら地元の民間の、例えば商店街

の方々は、例えば後継者がいないとか、あるい

はなかなか集客が難しくて、郊外に大規模店舗、

スーパー等はできておりますので、そういった

意味で廃業したりとか、そういう方々がいらっ

しゃるわけなので、そこを、じゃあ、新たにや

りたいという方を現在の所有者とか業務をなさ

ってる方とうまく引き継げるような、そんな取

組なども商工会議所と一緒に支援しなきゃいけ

ないと思いますし、また、改めて中心市街地と

して必要な機能として、もう少し遊ぶところと

か、あるいは健康づくりのためのものとか、そ

ういった我々の行政も一緒になって民間とやる

ことによって、もしかしたらスムーズにそれら

の機能をつくれるかもしれないというものにつ

いては、今後、国の様々な補助事業などを活用

することを見据えて、官民連携して取り組んで

いくことも引き続き必要なのかなと思っており

ます。 

 したがいまして、議員からご提言いただきま

したテークアウト店舗が入るようなサテライト

の建物については、今後、商工会議所とか周り

の商店街などと協議をしながら、どういった形

で、せっかくいらした市外からのお客様にご利

用いただくかというところをお互い勉強、検討

しなきゃいけないと思っております。 

 続きまして、２点目のふるさと納税について

でございますが、議員のほうからは、午前中の

平 進介議員の質問でもちょっとかぶる部分が

あるんですが、10月から応援基金についての国

のほうの制度の改定がございまして、そういっ

たことについては、担当のほうからいろいろ答

えさせていただきますが、基本的に、午前中の

平議員のときにも答弁申し上げましたけれども、

結局、一般財源が全く不足してるわけですよね。

特に、公共事業を行う際に、普通は２割から３

割、独自の自主財源が必要なわけですけども、

それをできるだけ少なくするために国の補助金、

あるいは交付金を活用しつつ、また、有利な制

度などを利用して、今まで公共事業、なかなか

進められなかったのを進めてきたんですが、そ

ういった財源にも使わせていただいてますし、

特に、ここ二、三年は、各担当のほうで、各課

で、市民の皆様のいろいろなご要望にお応えす

る、あるいは時代に合わせた市民の皆様に満足

いただけるような、そういった暮らしを守るた

めの様々な現在の制度の改善ですね。そういっ

たところに細々としたものを、それこそ10万円

単位のものから何百万円、何千万円という形で

いろんなものに使わせていただいてます。 

 ですから、子育てに幾らとかというのは、確

かに成果報告書等々で出しておりますけども、

それは整理すればそういったことで、全て必要

な財源としてこの一般財源ですから、使えると

いうことで、非常に貴重でございますし、また、

その財源だけではなくて、観光交流とか、関係

人口の増加、また、長井市出身の方々に地元に
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いろいろ応援していただけるようなふるさと納

税というのは一番手っ取り早いわけですから、

そういったところなどをＰＲしながら、今後、

さらに時代に合わせた様々な事業をこれからも

しなきゃいけないと思っておりますので、そう

いった意味で大切に使わせていただきたいと思

っておりますので、ぜひ議員からも何かいい返

礼品とかそういったものがございましたら、ご

提言いただければありがたいなと思ってるとこ

ろです。 

○鈴木富美子議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 私のほうには、（８）の

「くるんと」関係で２点、「くるんと」利用者

からの要望や苦情、あとはキッチンカーの出店

状況ということでご質問いただきました。 

 まず、「くるんと」の利用者からの声につき

ましては、ホームページから問合せフォーム、

あるいは施設地設置してあるＱＲコードをスマ

ホで読み取ってアンケートでの回答、あるいは、

そのほかの施設のスタッフのほうに直接ご意見

をいただくなどで、指定管理者側で把握してお

りまして、取りまとめたものを市のほうでも内

容を共有いたしまして、回答が必要なものにつ

きましては随時対応してるところでございます。 

 寄せられているご意見につきましては、その

ほとんどが室内の遊び場に関するものとなって

おりまして、例えば、飲食可能としている多目

的ルーム、通称ピクニックエリアでございます

けども、そこに消毒液の設置箇所を増やしてほ

しいであったり、あと、遊び場の入り口に子供

が靴を脱いだり履いたりしやすいように椅子を

設置してほしいなど、そういった物品の補充に

関わるものであったり、あとは大人だけでも利

用できるようにしてほしいとか、外の遊び場を

含めて、未就学児専用の日を設けてほしいなど、

運営面の要望などがございます。 

 そのような要望や意見につきましては、都度、

市と指定管理者のほうでその内容を共有しなが

ら、必要なものにつきましては、即時対応いた

しまして、また、要望に対して対応が難しい内

容につきましても、納得性のあるように丁寧に

きめ細やかな対応を行っているところでござい

ます。 

 また、飲食に関してなんですけども、私も不

足してると思うんですが、なかなか指定管理者

のほうにはそういった要望とかは上がっており

ませんが、１つ上がってるのは、小さい子供用

の自動販売機、飲物が欲しいというぐらいの要

望が上がってるところでございます。 

 あと、もう一つ、キッチンカーによる出店の

状況でございますが、「くるんと」は市外から

の利用者が大変多くなっておりまして、遊び場

の利用者の７割ぐらいが市外者ということの状

況ですけども、内谷議員からありましたとおり、

その集客能力を地元の店舗が積極的に活用する

ための取組が必要と考えます。 

 今年度は、様々な取組の芽出しと試行期間と

して、運営を担う指定管理者側でも積極的に市

内の事業者のほうと連携事業に取り組んでいた

だいております。例えば、10月14日、これ土曜

日でございましたが、「くるんと」正面入り口

付近で俺たちの株式会社楽街のキッチンカーに

よります、あま恋ジェラートの移動販売を実施

いたしました。当日、晴天にも恵まれましたの

で、また、地元の安心安全の食材を使ったジェ

ラートということもございまして、家族連れで

まとめてお買い求めになる方も多く、10時半か

ら５時間で約80個が売れた状況でございます。

また、購入いただいたお客様の約半数が市外の

方だったということもお聞きしてるところでご

ざいます。 

 また、11月29日の水曜日、これ平日でござい

ましたが、いい肉の日にちなんで、市内の飲食

店組合の５店舗によります「くるんと肉フェ

ス」と称したお弁当の販売を行いました。当日

はあいにくの雨となりましたが、「くるんと」
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付近の歩道に面して、お客様がぬれずに買うこ

とができるような配置といたしまして、開始の

11時時点では、キッチンカー２台の前に行列が

できるほどの盛況ぶりでございました。販売す

る側としましては、初回ということで、また、

悪天候の予想もありましたので、各店舗20から

30食、合わせて合計で134食準備していたんで

すけども、肉フェス目的で来られた市内の方も

多く、12時15分ぐらいで完売したというところ

でございましたので、販売側もかなり販売の促

進の可能性を感じたところだと思います。 

 あと、購入された方につきましても、地元の

各店舗のおいしいものをその場で選んで購入で

きる楽しみもございまして、ぜひまた開催して

ほしいという声が聞かれておりますので、各店

舗と連携協力しながら、地元のおいしいものを

提供できるように、今後、検討してまいりたい

と思います。 

 あと、「くるんと」関係でもう一つ。（９）

の「くるんと」グッズ販売の件でございますが、

「くるんと」のロゴマークや名称を入れました

ノベルティーグッズとして、指定管理者側で制

作、販売を検討しております。利用者の需要を

考えますと、例えば、遊び場で夏場の水の広場

利用でずぶぬれになるお子さんもいらっしゃい

ましたので、あとは、室内でも汗だくで遊ばれ

る子供が多いことから、オリジナルのタオル販

売など考えられます。また、図書館側につきま

しては、学生さんの利用も多いために、オリジ

ナルの文房具、その他絵本などの販売も考えら

れるかと思います。 

 また、そのほかにも市内の事業所とのコラボ

商品といたしまして、例えば、「くるんと」限

定のオリジナルけん玉の販売であったり、市内

の障がい者施設とのコラボ商品の製作と、まだ

構想の段階でございますけども、今後検討して

まいります。 

○鈴木富美子議長 赤間茂樹産業参事。 

○赤間茂樹産業参事 私のほうからは、空き店舗

対策につきまして、７点ほどお答え申し上げま

す。 

 まず、令和５年度の総店舗数及び空き店舗に

つきましてですが、中心市街地活性化基本計画

の指標にもしておりまして、11月に現地調査は

行っております。ただ、その後の聞き取り調査

等がまだ終了しておりませんので、本日は、令

和４年度の確定値でお答えさせていただければ

と思います。 

 総店舗数につきましては224店舗で、これは

前年比でプラス１店舗になっております。この

うち、空き店舗数は62店舗ございまして、こち

らも前年比プラス１店舗となっております。 

 続きまして、空き店舗の業種につきましてで

すが、この62件のうち、令和２年から４年まで

の３年間の集計の中で空き店舗になった件数が

19件ございました。この業種につきましては、

産業分類で分類いたしますと、小売業が８件、

生活関連サービス業が３件、飲食業が３件、金

融、保険、娯楽、教育、学習支援、医療業がそ

れぞれ１件となっているところでございます。 

 次に、廃業の理由につきましてですけども、

こちらにつきましては、現地調査後、聞き取り

調査を行っているもので、理由につきましては、

一番多いのが営業不振と後継者の問題でござい

ます。また、このほかに、廃業によらずに空き

店舗になった案件もございまして、これらは、

例えば移転ですね、移転によるものと、あとは

販売店が統廃合したというようなものがあるよ

うでございました。 

 続きまして、４番目ですが、中心市街地活性

化基本計画に空き店舗解消の４つの事業と示さ

れていますが、どのように進めているのかにつ

いてでございます。こちらは、基本計画の70ペ

ージに掲載している部分だと思いますけども、

空き店舗、空き地の解消に向けた積算の内訳が

その４つあるということでございます。 
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 先ほど市長からもございましたけども、中心

市街地活性化基本計画につきましては、行政の

みならず、計画に基づきまして長井市中心市街

地活性化協議会を構成しております構成員を中

心に、官民が連携して町なかのにぎわい創出を

目指す計画となっております。したがいまして、

長井市で実施する取組と民間等が実施する取組

があります。民間事業につきましては、長井商

工会議所が中心となり、市街地の衰退を防ぐた

めの取組をそれぞれの立場で行うものでござい

ます。 

 行政といたしましては、街路整備事業や公共

施設などのハード事業のほか、議員からもご紹

介ありましたとおり、ソフト事業として、起

業・創業支援事業補助金を制度として設置して

おります。空き店舗や空き地への起業を促す取

組として行っているところでございます。 

 また、本年９月１日にグランドオープンいた

しました「くるんと」などの拠点となる施設も

整備されましたことから、町なかへの誘導事業

といたしまして、今年度からにぎわい創出事業

というものにも取り組んでいるところでござい

ます。こうした取組が新たな店舗開設を促す一

因となるように進めているところでございます。 

 このほか、地域おこし協力隊制度を活用いた

しまして、空き家、空き店舗の対策を推進する

隊員もいらっしゃいます。商店街では、商店街

そのものの再生に向けまして、楽町楽座や長井

商工会議所のＢＵＹ長井プロジェクトなどの事

業を行いまして、商店街そのものへの関心を高

める行動というものが進められております。 

 なお、前期の第１期目の中活計画の事業で取

り組みました本町のテナントミックス事業ｃｒ

ｏｓｓ－ｂａにつきましては、こちらは民間に

よる新たなまちづくり会社事業として行ったも

のでありまして、現在も空いてるところにつき

ましては、鋭意、創業者を募る活動を行ってる

ところです。 

 また、商工会議所の中小企業相談所では、新

たに起業する方に経営相談並びに指導を行いま

して、創業へ導く役割を果たしていただいてお

ります。官民協力の下、目標達成に向けて取り

組んでいるところでございます。 

 続きまして、５つ目の計画の中に移動に利用

する交通機関のアンケートということでござい

ますが、こちらのアンケート調査につきまして

は、無作為で1,000名を抽出いたしまして取ら

せていただいているものでございます。主に中

心部に移動するための交通についての項目だと

思いますが、議員からご指摘あるように、駐車

場の確保を想定して行ってるものではなかった

のですけども、どのような手段で中心市街地に

お越しになるのかということを把握するために

行っております。 

 また、本計画では、目標を都市機能の充実を

図り、町なかの回遊機能の向上とにぎわいの創

出を掲げております。市民はもとより、来訪者

にとっても魅力あるまちを歩き、回遊できる中

心市街地を目指すものでございます。 

 アンケートの結果も踏まえまして、この目標

に向けて改善策を進めるわけでございますが、

１つの例を挙げますと、今年から市営バスの運

行計画、こちらを変更していただきまして、ま

ちなか循環バスというものを運行いただいてお

ります。これは、一定の場所に車を置いた後、

市街地の移動手段として対応いただいておりま

して、または、街路事業では、歩道幅を拡幅す

ることで歩きやすいまちづくりを行っていただ

いております。町なかを歩く人が増えることで

商店街もにぎわいが出ますので、既に駐車場等

が整備されている「くるんと」、それから旧長

井小学校第一校舎周辺から利用者が歩いて町な

かに赴くような取組をこのまちなか循環バスと

ともに活用していただければと考えているとこ

ろでございます。 

 次に、６番目ですが、行きたい店のアンケー
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トにつきましてお答えいたします。 

 まず、アンケート結果につきましては、中心

市街地活性化協議会の中で共有しております。

商工会議所はもちろんのこと、協議会の各関係

団体にも周知されているもので、どのような業

種が不足しているのか、どの分野の購買力が市

外に出ているのかにつきましては、この問題意

識につきまして共有しておりまして、商工会議

所内でもこの課題の議論をいただいているとこ

ろでございます。 

 アンケート結果にありますように、不足して

いる業種の誘致につきましては、例えば、チェ

ーン店のようなものが長井市にもあればいいと

いうことにはなるんですけども、このような店

舗につきましては、マーケティング調査により

計画を立てているということでございまして、

なかなか長井市の中心部には難しいというのが

現状ではないのかなと思っております。 

 そのため、専門性の高い商店等の創業に期待

するところでございますけども、これにつきま

しては、市の起業・創業補助金も生かしながら、

商工会議所等と一緒に実現できるように向かっ

ていきたいなと考えているところでございます。 

 最後に、７番目、商店の後継者について、新

たな商業者育成のためにチャレンジショップな

どの開設を検討してはどうかというところでご

ざいます。 

 先ほどもお話ししましたけども、長井市内で

の起業・創業につきましては、市で設置してい

る補助金のほかに、長井市では、ビジネスチャ

レンジコンテストに取り組んできております。

今年は交付金の関係で、名称をＤＸコンテスト

と書いておりますけども、このように新たな起

業者を発掘する取組を行ってきております。こ

の新たな起業者を発掘する取組から、インキュ

ベーション施設ｉ－ｂａｙのほうに誘導いたし

まして、創業準備として、起業者の育成を行い、

その後、チャレンジショップへの誘導、そして

創業に結ぶという流れを以前から考えており、

計画しております。このチャレンジショップの

部分につきましては、平成30年度に地場産セン

ターのまちづくり会社機能の部分で１回実施し

ております。このときのチャレンジショップに

つきましては、ｃｒｏｓｓ－ｂａ内の空き店舗

を利用したものですが、２年間のチャレンジ期

間を設定いたしましてスタートしております。

実際に、エステサロン、化粧品や雑貨等販売で

出店された方がおりましたけども、その方が退

去された後は、現在は応募がないという状況に

なっております。 

 今後ともこの分野の事業につきましては、地

場産業振興センターのまちづくり会社機能を生

かしながら進めてまいりたいと考えております。 

 なお、チャレンジショップはその場所ですね、

前回はｃｒｏｓｓ－ｂａの空き店舗にしたんで

すが、空き物件も必要になってきますので、地

場産業振興センターだけでなくて、中活メンバ

ーや、これは不動産関係者も含めた体制で検討

していかなければならないなと考えてるところ

でございます。 

○鈴木富美子議長 渡邊恵子総合政策課長。 

○渡邊恵子総合政策課長 私には、ふるさと納税

について、10月改定後の対応と今後の状況につ

いて、７点ほどご質問をいただきました。 

 初めに、10月からの対応状況についてお答え

いたします。議員ご指摘のとおり、ふるさと納

税制度の10月からの改正点は大きく２点、経費

率の計算に含める対象経費の拡大と、地場産品

基準の厳格化です。 

 経費率への対応につきましては、改正後のル

ールに従い、確定申告の際必要な寄附金受領証

発行に要する経費など、関連する経費の全てを

含めて寄附額の５割以内に抑えるよう、委託経

費などを中心に必要な見直しを行うとともに、

お礼の品に対する寄附金額の一部値上げを行う

などして対応をしています。 
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 また、地場産品の新たな基準への対応につき

ましては、総務省などに確認の上、適合する商

品のみをお礼の品として取り扱うこととしてお

ります。 

 次に、改正に伴う駆け込み需要の状況はとい

うご質問ですけれども、平議員の質問でも答弁

させていただきましたが、今年11月末時点、受

付ベースの累計で９億6,000万円ほどとなって

おりまして、昨年同時期との比較では１億

1,000万円ほどの増となっております。９月の

みの実績で見ますと、昨年度約１億6,000万円

に対し、今年度は約３億5,000万円と、２倍以

上の金額になっており、制度変更前の駆け込み

があったものと見ています。 

 続きまして、改正に伴い、返礼品として対応

できなくなった品物はどの程度あるのかという

ご質問ですけれども、地場産品の基準の厳格化

に伴い、本市独自の返礼品として取り扱ってき

ましたキリンビールについては、10月から取扱

いを中止しました。その他の商品について、こ

のたびの基準改正により除外したものはござい

ません。 

 続いて、４点目の令和５年度予算に計上した

ふるさと納税寄附額20億円の達成は可能かとい

うご質問ですけれども、本市のふるさと納税寄

附額は、令和元年度の約５億円から令和２年度

にはその３倍の15億7,000万円に増え、昨年度

はこれまでで最も多い約17億円を記録しました。

こうした経過を踏まえ、また、目標の意味合い

も込めて、今年度寄附額については20億円の予

算を計上したものです。 

 制度改正による影響もあり、達成は容易では

ないとは思いますが、引き続き、新たなお礼の

品の開発や本市取組の効果的な発信などにより、

寄附額の確保に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 続きまして、５番目、利用しているポータル

サイトは増えているのかというご質問ですけれ

ども、現在、本市では、議員からご案内ありま

したふるさとチョイス、楽天ふるさと納税、さ

とふる、ふるなびの４つに加え、ＡＮＡ、ふる

さと本舗、モンベル、マイナビなど、合計９つ

のポータルサイトを利用しています。 

 ６番目の質問として、掲載返礼品の数が少な

いさとふるの利用については検討の必要がある

のではないかというご提言をいただきました。

本市の令和４年度寄附額におけるポータルサイ

ト別の実績ですけれども、いずれも概算で、さ

とふるは６億8,500万円で40％、楽天は５億

1,400万円で30％、ふるなびは２億8,900万円で

17％、ふるさとチョイスは１億7,200万円で

10％となっています。 

 ポータルサイトによる寄附額の割合は全体の

約99％を占め、今後もポータルサイトをいかに

有効に活用するかが寄附額確保の上で重要なポ

イントと捉えています。特に、さとふるによる

寄附額は、先ほど申し上げましたとおり、本市

においてはポータルサイト全体の約４割を占め、

最も高い割合となっておりますので、今後も継

続したいと考えております。 

 最後のご質問です。令和４年度にふるさと応

援基金を利用した実績はというご質問ですけれ

ども、今年８月に総務常任委員会協議会資料の

中でもお示ししておりますけれども、令和４年

度歳入に計上しましたふるさと応援基金繰入金

15億5,696万7,000円のうち、子育てに関する事

業に６億1,405万7,000円、教育及び文化の振興

に関する事業に１億1,912万9,000円、環境の保

護・保全に関する事業に１億9,905万8,000円、

その他市長が認める事業に６億2,472万3,000円

を活用させていただいております。 

○鈴木富美子議長 ９番、内谷邦彦議員。 

○９番 内谷邦彦議員 回答いただきました。 

 最初に、駐車場の問題なんですけども、市営

バスを運行して、一定の場所に車を置いて市内

を循環していただくという構想はいいんですけ



 

―４４― 

ど、そういった形の案内であったり、その発信

はなされてらっしゃいますか。要するに、ここ

に車を置いて、このバスを利用してという発信

されていないと、市外から来た人って本当にぱ

っと分かるような状況になってらっしゃいます

か。そこがやっぱり問題だと思うんです。構想

としては非常にいいです。回ってもらうのもい

いし、だから、市内の人も来てもらって、駐車

場はここで、この買物はこの店に行けますと分

かってる人はいいんですけど、分からない人は

やっぱり行かないと思うんですよね。分かるよ

うにするには、何らかの案内が必要だと思うん

ですけど、そういったことはなさってらっしゃ

いますか。 

○鈴木富美子議長 赤間茂樹産業参事。 

○赤間茂樹産業参事 現在、例えば、「くるん

と」のデジタルサイネージ上でご案内している

という状況でございます。そのほか、９月の１

日、２日には、「くるんと」のグランドオープ

ンに合わせまして、にぎわい創出事業でチラシ

を配ったわけですけども、その中でもご紹介し

ておりますし、これは10月１日も同じようにし

ております。 

 ただ、周知徹底という意味では、まだまだ不

足なところがあるとは思っておりますので、今

後ともその周知に向けては考えていかなければ

ならないと思っております。 

○鈴木富美子議長 ９番、内谷邦彦議員。 

○９番 内谷邦彦議員 あと、チャレンジショッ

プに関してもなんですけど、人が集まる部分じ

ゃないと、新たに始める人というのはなかなか

難しいと思うんですよね。ｃｒｏｓｓ－ｂａっ

て入りにくいようなイメージが、その中まで入

っていかなきゃなんないようなイメージがある

し、その手前に大きな看板があって、何がある

かという部分に関してもちょっと弱いような気

もしますので、チャレンジショップに関しても

現在空き店舗であったらば、そういったところ

を利用して、ここでチャレンジ、要するにお店

を開いてみませんかという形のやり方をぜひ商

工会議所あたりと相談してやっていただきたい

んですけど、その辺はいかがでしょうか。 

○鈴木富美子議長 赤間茂樹産業参事。 

○赤間茂樹産業参事 先ほどもお話ししましたが、

まず、物件ですね。物件につきましては、これ

は不動産業者も関わっておりますので、この辺

が、地域おこし協力隊単独での行動で一番ハー

ドルが高い部分ではございますが、協力隊のみ

ならず、長井商工会議所、それからまちづくり

会社である地場産センター、そして不動産業者、

そこら辺の取組として一緒にやっていかなけれ

ばならないなとは考えているところでございま

す。今後、そのように進めてまいりたいと思い

ます。 

○鈴木富美子議長 ９番、内谷邦彦議員。 

○９番 内谷邦彦議員 よろしくお願いいたしま

す。 

 あと、総務参事に伺いたいんですけど、キッ

チンカーに関してなんですけど、やはりこれだ

け客が呼べるという部分になると思うんですよ

ね、あれば。だから、やっぱりそういったこと

をある程度定期的にやって、市内の業者さんと

協力して、市内の店舗の売上げを伸ばせるよう

なやり方をぜひやっていただきたいと思うんで

すけども、その辺も非常に重要にやっていかな

いと、市内の業者さんの営業も厳しくなると思

いますので、お客さんがいるところにお店を出

せるのが一番いい状況になりますから、そうい

ったこともぜひ進めていただきたいんですけど、

その辺はいかがでしょうか。 

○鈴木富美子議長 新野弘明総務参事。 

○新野弘明総務参事 キッチンカーにつきまして

は、先日、12月３日も別なお店に協力していた

だいて、「くるんと」の前でお弁当販売やった

ところでございますが、いろいろ試行錯誤しな

がらやってますので、その辺はちょっと今の状
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況見ながら、今後、まだまだ促進できるように

検討してまいりたいと思います。 

○鈴木富美子議長 ９番、内谷邦彦議員。 

○９番 内谷邦彦議員 あと、最後、市長にお伺

いしたいんですけど、「くるんと」に関しては、

やはり長井市で一番今集客能力がある施設だと

考えてます。「くるんと」に来た方々に、じゃ

あ、どうやって長井市でお金を使ってもらうか。

要するに遊んでもらうかというのが非常に重要

なわけですけども、その辺をやっぱり早急に検

討して、長井市内の人はどこに向かっていった

らいいのか、長井市外の人はこういうところに

行ってもらいたいという、そういった検討をや

っていただいて、「くるんと」の中に案内板的

なもの、要するに周遊箇所みたいな形の散歩コ

ースみたいな、そういった形でもいいので、と

にかく長井市内に客を誘導する、「くるんと」

の駐車場に来て、降りて、また乗ってすぐ帰る

ような形じゃなくて、そこからどっかに動かせ

るような仕組みづくりを考えていただきたいと

思うんですけど、その辺、考えていただけない

でしょうか。 

○鈴木富美子議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 内谷邦彦議員おっしゃるの分か

るんですが、やっぱり民間で頑張っていただき

たいんですよ。全て行政というのはおかしいと。

あれだけお客さんいらしてるというのは、商店

街の人たちとか、自分で商売を考えてる人は、

分かってるわけですよね。そうすると、例えば、

産業関係の商工振興課とか観光文化交流課とか、

そういったところに相談とか、ちょっとうちで

も商売やりたいから何かできないかとか、そう

いう、我々行政が考えるんではなくて、民間の

皆様に考えていただきたいと。それで、私ども

は、これから民間と一緒になって、違う、例え

ば市街地再開発であったり、今やってる「くる

んと」のところの事業が都市再生整備計画に基

づく都市構造再編集中支援事業という高度な事

業で、立地適正化計画立ててやってるんですが、

その次の第４次の計画を令和７年度あたりから

やりたいと考えてるんですけども、それも我々

行政だけでは無理なので、民間と一緒になって

やっていかなきゃいけない、もう状況なんです

よ。あれだけ41億8,000万円かけて、しかもグ

ンゼさんとＰＰＰでやって、市民の皆様にも喜

んでいただいてると。本当に中心市街地の商店

街、隣接して、形上は５つあるわけですけども、

そういった方々にもいろいろ考えていただく。

それを我々から声かけるんじゃなくて、民間サ

イドから商工会議所もありますしね、そうある

べきだと私は思います。 

 私どもとしてはそれを閉ざすつもりは一切な

いんですが、我々から民間にどうぞやってくだ

さいなんて言うのもおかしいんじゃないですか。

私はそう思います。例えば、タスもそうなんで

すけど、時間ないところ申し訳ない、商工会議

所が大変苦労されてタスパークホテル運営され

てたんですよね。我々市役所も一緒になって苦

労を分かち合いたいということで今頑張ってや

ってるわけですけども、結局、行政だけででき

ることなんて限られてるわけですから、したが

って、民間と一緒にやっていくというスタンス

でいくべきだと思いますので、私は担当のほう

でいろいろ動くのはいいんですが、担当のほう

に、こうしたらいいんじゃないか、ああしたら

いいんじゃないかということは言うつもりは全

くないです。以上です。 

○鈴木富美子議長 ９番、内谷邦彦議員。 

○９番 内谷邦彦議員 まあ、でも、何もしない

と何もならないと思いますし、商工会議所に

我々が行って話しする……。 

（「声かけてくださればいいんじゃないです

か」の声あり） 

○９番 内谷邦彦議員 うん、だから話をするこ

とも必要なんだろうなと考えておりますので、

その辺、またいろいろ要望が出た際にはお願い
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しに行きますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で私の質問を終わります。 

 

 渡部秀樹議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 次に、順位４番、議席番号10

番、渡部秀樹議員。 

  （10番渡部秀樹議員登壇） 

○１０番 渡部秀樹議員 お疲れさまでございま

す。21爽風会の渡部秀樹です。よろしくお願い

いたします。 

 この長い日本列島も、東北・北海道地方の

山々から徐々に冠雪し、あっという間もなく、

この長井市、置賜地域の山々にも雪が降り、そ

して本市の町なかでも小雪が舞う季節が到来し

ております。 

 この季節になりますと、様々な団体の忘年会

が開かれることが慣例的で、今年はコロナ禍か

ら数年ぶりに忘年会が開かれる団体も多いこと

と思います。幹事の皆様にはぜひ、市内に会場

を選んでいただき、大いに喉とまちを潤してい

ただきたいものであります。 

 また、新年を待たずして新年度の役員決めな

どもこの季節に始まるようで、私もＰＴＡの役

員を小学校では継続、中学校では久しぶりの上

役の予定者となっております。継続事業の選定

と役員の引継ぎに新年は追われるのだろうと、

楽しみにしております。何事もですが、続ける

事業と新たに始める事業の引継ぎ、引き継ぐべ

き内容と感覚につきましては、しっかりと時間

を持ち、答えを出していきたいと思っておりま

す。 

 それでは、通告に従って質問させていただき

ます。このたびの質問は、ＧＩＧＡスクールや

インクルーシブ教育、部活動の地域移行、スク

ール・コミュニティの推進など、日本の学校教

育が大きな転換期を迎えており、社会問題とな

っている少子化の中で、子供たちが健やかに育

つ環境づくりを目指す本市が行っている子育て

支援と教育行政の現状と課題などについての大

きく１項目についてお聞きいたします。 

 １点目は、特別な支援を必要とする児童生徒

とそのご家族のケアとして、困り感のある児童

生徒に寄り添うための組織的地域連携について

お聞きいたします。 

 本市は、あやめＲｅｐｏ令和５年２月号に掲

載されている特集タイトルのとおり、安心して

自分らしく暮らせるインクルーシブ社会に向け

て、ダイバーシティ、インクルージョンの推進

について意欲的に取り組んでいると感じており

ます。そして、組織的連携や広報などの媒体を

使った情報の発信についても非常に高い水準で

あると思います。 

 これは私が実際に経験したことなのですが、

我が子が現在通っている小学校の特別支援学級

へとたどり着くまでの道のりは、決して楽なも

のではありませんでした。我が子が幼稚園時に、

その困り感から周囲を困らせてしまい、幼稚園

をやめ、小学校に入学するまで自宅で何とかし

ようか、でも、小学校入学してからどうしたら

よいのかと数カ月間悩みながら、時には幼稚園、

時には自宅で子供に過ごしてもらう日々が続き

ました。その間、幼稚園に預けてる日は、また

何か周りに迷惑をかけていないか心配で、私が

議会の仕事がない日は、子供を連れて仕事をし

て回ることもありました。 

 その後、たまたま知り合いの児童発達支援団

体の施設に、小学校に入学するまでの数カ月間

お世話になることが決まり、それを機に、専門

医療機関や本市の担当課と教育委員会に相談を

するに至り、そこからはスムーズに様々な支援

を受けることができました。市長をはじめ、市

当局並びに教育委員会、児童発達支援団体の皆

様には、感謝してもし切れません。 

 しかし、私は小学校の頃、当時、特別学級と


